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今月の特集

祝 成人式 ～大人の決意を胸に～
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
新成人の皆さんに積極的に

声をかけ、たくさん写真を撮ろうと

臨んだ成人式。逆に「広報さん、写真

とって～」とたびたびお願いされるな

ど、若い力に圧倒された一日でした。

1/3

12 月　愛媛駅伝競走（一本松ー

宇和島大会）開会式 (17 日 )、道

の駅連絡会設立会 (17 日 岩手

県 )、愛媛 CATV 収録・サンパー

ル観光㈱定時取締役会 (21 日 )、

町社会福祉協議会理事会 (25

日 )、組織・機構改革答申(26日 )、

野村證券㈱主催講演会 (27 日 

松山市) など

1月　町成人式 (3日)、新年賀

詞交歓会 (4日 宇和島市・松山

市 )、愛南漁協新春初市 (5日 )、

深浦少年剣道大会 (6日 )、宇和島

地区廃棄物処理施設整備促進協

議会 (8日 宇和島市 )、臨税許可

証交付式 (10日 )・横田弘之新春

賀詞交歓会 (10日 松山市 )、行

政及び商工会との懇談会(11日)、

足摺宇和海国立公園指定 40周

年記念式典 (12日 土佐清水市 )、

町食育推進大会 (13日 )、南海放

送収録 (15日 )など

本多豊
とよひろ

博さん(小山)が土佐

清水の地磯で釣り上げた

クエの魚拓を、温泉宿泊施

設「一本松温泉あけぼの

荘」に寄贈しました。名湯

「一本松温泉」で、クエの

魚拓をぜひご覧ください。

(12/5)

旧御荘町商工会青年部の

OBで構成される「たがや

す会(前田 仁
ひとし

代表）」から、

住民福祉の向上に役立て

てもらおうと車いす3台

が寄贈されました。この

車いすは、町内福祉施設

等で活用する予定です。

(12/26)

まだ薄暗い早朝6時30分か

ら愛南漁協本所で、市場

の盛況と漁協事業の発展を

祈る恒例の「新春初市」の式

典が行われました。式典の

後には、今年最初の取引と

なる「初競り」が始まりまし

た。(1/5)

愛南漁協魚類養殖協議会

(濱田一
かずふさ

房会長)の方々が、

手間暇をかけて育てたおい

しい養殖魚を味わってもら

おうと町内7か所の福祉施

設にマダイ57枚、ブリ9本

を贈りました。(12/25)

今年も花と共に元気を届

けることを目的に、町城

辺赤十字奉仕団(濵孝
た か こ

子

委員長)の皆さんが城辺地

域で緊急通報装置を設置

した独居高齢者48名を訪

れ、シクラメンの鉢植え

を贈り安否確認を行いま

した。(12/18)

県立南宇和病院で、南宇和
高校吹奏楽部による恒例の
ミニコンサートが行われ
「南高ヒットパレード」な
ど7曲が演奏されました。
南高生による迫力ある演奏
は、外来や入院患者の皆さ
んにとって素晴らしいクリ
スマスプレゼントになりま
した。(12/25)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい。
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p3

p21

p24

p22

福浦地区の伝統行事「薬師如来奉納相撲大会」が
今年も開催され、紅白両横綱がそれぞれ太刀持ち
と露払いを従えて土俵入りし、大会が幕を開けま
した。(1/8)【P23参照】

「第63回愛媛駅伝競走(一本松‐宇和島大会)」で、下田雅
まさ か ず

一

選手(愛南体協2区)にたすきをつなぐ酒井康
こ う じ

次選手(同1区)。愛

南体協は、2部で初優勝を果たしました。(12/16)【P24参照】

p4 祝 成人式
～大人の決意を胸に～

p28

「第15回南宇和サッ
カー協会杯小学生サッ
カー大会」が南レク城
辺公園芝球技場ほかで
開催され、参加した選
手が元気いっぱいのプ
レーを見せました。
(1/13)【P25参照】

p26

中学生チームと一般クラブチームが参加
した「第8回愛南町女子6人制バレーボー
ル交流大会」では、バレーボールを通し
て世代を超えた交流が図られました。
(1/13)【P25参照】



p4

1/　

 3

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
25
年
愛
南
町
成
人
式
」
が
行
わ
れ
、
対
象
者
2
8
7
人
中
2
3
1

人
（
男
性
1
1
2
人
、
女
性
1
1
9
人
）の
新
成
人
が
参
加
し
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
蓮
乗
寺
唐
獅
子
保
存
会
に
よ
る
唐
獅
子
が
披
露
さ
れ
、

式
典
で
は
、
清
水
町
長
が
「
今
後
ま
す
ま
す
知
性
を
磨
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
秘
め
て
い
る
無
限
の
可

能
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
自
身
の
大
き
な
夢
や
希
望
、
仕
事
に
対
し
て
も
、
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
挑
戦
し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
尾

﨑
正ま

さ

や弥
さ
ん（
御
荘
平
城
）と
松
田
真ま

む夢
さ
ん（
福
浦
）が
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け
、
尾
﨑
圭け

い

さ
ん

　

会
場
は
、
晴
れ
着
姿
で
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
場
面
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

祝 

成
人
式 

〜
大
人
の
決
意
を
胸
に
〜

（
御
荘
長
月
）が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

答辞を述べる尾﨑圭さん



内
海

地
域
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御
荘

地
域



城
辺

地
域



p8

一
本

松
地

域



西
海

地
域
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平
成
24
年
　
第
４
回
町
議
会
定
例
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

新
副
町
長
に

岡
田
敏
弘
氏
が
就
任

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
24
年
第
４
回

町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度（
平
成
23
年
度
実
績
）教

育
委
員
会
点
検
・
評
価
の
報
告
の
後
、

専
決
処
分
第
５
号
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
原
案
を
承
認
し
、
御

荘
漁
港
港
整
備
交
付
金
工
事
な
ど
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
２
議

案
、
愛
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

築
主
体
工
事
請
負
契
約
の
変
更
な
ど

同
給
食
セ
ン
タ
ー
新
設
に
関
す
る
契

約
に
つ
い
て
６
議
案
の
ほ
か
愛
南
町

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
や
平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
）、
上
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

な
ど
計
18
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
に
吉
田
修し

ゅ
う
じ次

氏（
中
泊
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
任
と

し
た
ほ
か
、
追
加
議
案
と
し
て
提
出

さ
れ
た
愛
南
町
副
町
長
に
岡
田
敏と

し

弘ひ
ろ

氏（
増
田
）を
選
任
す
る
人
事
案
に
賛

成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
の
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求

一
般
質
問

質
問
者

質
　
問
　
事
　
項

土
居
尚
行

①
雇
用
条
件
の
見
直
し
で
臨
時
職
員
の
生
活
の
安
定
を

②
業
務
委
託
に
つ
い
て

草
木
原
由
幸

風
力
発
電
所
建
設
事
業（
僧
都
ウ
イ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
）に
関
す
る
町

の
対
応
に
つ
い
て

山
下
正
敏

①
新
庁
舎
、
新
消
防
庁
舎
に
つ
い
て

②
消
防
団
員
応
援
事
業
に
つ
い
て

西
口
　
孝

①
荒
廃
農
地
調
査
結
果
と
今
後
の
町
農
業
の
方
向
に
つ
い
て

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
対
す
る
町
長
の
見
解
を
伺
う

③
子
供
の
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

田
口
　
勝

①
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
に
つ

い
て

②
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
先

の
通
常
国
会
で
「
子
ど
も
、
子
育
て
関
連
３
法
」
が
成
立
し
た
の
を

受
け
て
本
町
の
対
応
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

岡田副町長

 12/　　
  13～20

め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
、
草
木
原

厚
生
常
任
委
員
長
報
告
の
と
お
り
採

択
さ
れ
、
同
内
容
の
意
見
書
に
つ
い

て
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
石
川
芳よ

し

洋ひ
ろ

前
副
町
長

が
退
任
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
24

年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
で
の
同
意

を
得
て
、
１
月
１
日
付
け
で
岡
田
敏と

し

弘ひ
ろ

氏（
61
歳
）が
愛
南
町
副
町
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
岡
田
副
町
長
は
旧
一
本
松
町
役
場

に
入
庁
し
、
平
成
16
年
度
の
町
村
合

併
後
は
税
務
課
長
、
総
務
課
長
な
ど

を
歴
任
し
て
昨
年
３
月
に
退
職
し
て

い
ま
し
た
。



p11

愛
南
町
ふ
る
さ
と
親
善
大
使

を
委
嘱
し
ま
し
た

◆
企
画
財
政
課
か
ら

地
域
産
業
研
究
・
普
及
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

確
定
申
告
は
お
早
め
に

◆
宇
和
島
税
務
署
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
本
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
著
名
な
方
を
通
じ
て
本
町
の
魅

力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
「
愛
南
町
ふ
る

さ
と
親
善
大
使
」
の
委
嘱
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
本
町
出
身
の
著
名
人
３

名
の
方
に
委
嘱
し
、
本
町
の
発
展
と

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
。

委
嘱
期
間
　
平
成
25
年
１
月
１
日

〜
平
成
27
年
12
月
31
日（
３
年
間
）

問
合
せ
　
企
画
財
政
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

　
旧
西
浦
小
学
校
を
改
修
し
た
地
域

産
業
研
究
・
普
及
セ
ン
タ
ー
が
４
月

に
開
所
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
広
く
町

民
の
皆
様
に
親
し
み
を
持
た
れ
、
利

歌　　手

菊田朱
あけ

美
み

さん
(テノヒラ・kiku)

ソプラノ歌手

礼
れ

奈
な

さん

演歌歌手

山本 さと子さん

用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
愛
称
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
84
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
愛
称
選
定

委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
同
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
を
「
う
み
ら
い
く
愛
南
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

施
設
の
愛
称
　
う
み
ら
い
く
愛
南

応
募
者

　
大
槻
　
実

み
の
る

さ
ん（
東
京
都
）

愛
称
の
説
明

　
海（
う
み
）＋
未
来（
み
ら
い
）＋
好

き（
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
）  

　
水
産
業
に
関
す
る
こ
の
総
合
施
設

を
利
用
す
る
人
や
地
域
の
人
が
海

(

水
産
業)

の
未
来
を
考
え
研
究
し
、

さ
ら
に
興
味
を
持
ち
、
好
き
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
水
産
課
水
産
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

れ
ば
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書

や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で

き
ま
す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
Ａ
４

の
普
通
紙
に
印
刷
し
て
「
書
面
」
に

よ
り
税
務
署
へ
提
出
で
き
る
ほ
か
、

「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）」
を
利
用
し
て
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
確
定

申
告
書
用
紙
や
収
支
内
訳
書
用
紙
等

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）

※
税
務
署
に
電
話
し
て
い
た
だ
く
と

自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
案
内
に
従
っ
て
ご
用
件
の
番
号

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
確
定
申
告
の
準
備
は
、
も

う
お
済
み
で
す
か
。
申
告
は
正
し

く
、
お
早
め
に
。
納
税
は
、
振
替
納

税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
告
と
納
税
は

　
所
得
税　

３
月
15
日（
金
）

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

４
月
１
日（
月
）ま
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書

の
作
成
が
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.nta.g

o
.jp

）の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
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47 54
55

63 68

65

53

5
6 10

14 12

11
15
16

21

17 18

7

19

48

49
56

5758
59

60

61
623

50 51

52・67

周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
の
お
知
ら
せ

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号所在地 包蔵地名

城辺地域
41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56
城辺甲

常盤城跡
57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 豊田 御荘焼豊田窯跡
66
天嶬鼻

高野長英築造の台場跡
67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ

　
現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所（
平
成
24
年
４
月
現
在
）あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事
な

ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、
最

低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
県
か

ら
の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模
の

大
小
に
関
係
な
く
、
お
早
め
に
生
涯

学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は

　
貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
中

に
文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い

る
土
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
開
発
行
為
と
は

　
単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
、
実
質

的
に
遺
跡（
埋
蔵
文
化
財
）の
状
況
を

変
化
さ
せ
た
り
、事
後
の
調
査
を
不
可

能
に
す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
不
明
な
時
は（
ま
ず
は
相
談
を
）

　
自
身
の
所
有
す
る
土
地
が
、
周
知

の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
ど

う
か
不
明
な
場
合
は
生
涯
学
習
課
で

確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68か所

まずは相談を
開発には事前の届出が必要です
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交
通
災
害
共
済
の
加
入

手
続
き
の
お
知
ら
せ

◆
総
務
課
か
ら

就
学
援
助
制
度

に
つ
い
て

◆
学
校
教
育
課
か
ら

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
予
防
に
つ
い
て

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

共
済
掛
金（
年
額
）

　
一
般　
　
　
　

７
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

加
入
口
数

　
１
名
に
つ
き
１
口
に
限
り
ま
す
。

共
済
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年

３
月
31
日

※
年
度
途
中
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

加
入
資
格

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

○
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
等
で
町

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
開
始
日
　
３
月
１
日（
金
）

申
込
用
紙
の
配
布

　
２
月
末
日
に
、
平
成
24
年
度
に
加

入
さ
れ
た
方
に
の
み
発
送
し
ま
す
。

申
込
先
　
総
務
課
、
各
支
所
又
は
所

定
の
金
融
機
関

※
新
規
加
入（
又
は
一
部
）を
ご
希
望

の
方
は
、
総
務
課
又
は
各
支
所
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　
愛
南
町
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お

困
り
の
ご
家
庭
に
対
し
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　

　
昨
年
度
又
は
今
年
度
に
お
い
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
世

帯
の
所
得
合
計
が
本
町
の
認
定
基
準

以
下
の
ご
家
庭
が
対
象
と
な
り
ま

す
。⑴

生
活
保
護
が
停
止
又
は
廃
止
と

な
っ
た
ご
家
庭

⑵
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
ご

家
庭

⑶
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
特
に
初
冬
か
ら

春
に
か
け
て
、お
う
吐
・
下
痢
な
ど
の

主
症
状
を
お
こ
す
感
染
性
胃
腸
炎
で

す
。
人
か
ら
人
へ
の
感
染
力
は
き
わ

め
て
強
く
、特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
抵
抗
力
の
弱
い
方
が
感
染
す
る
と

重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

予
防
法 

①
手
洗
い
を
き
ち
ん
と
す
る

　
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
の
後

な
ど
に
は
、
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て

し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
消
毒
、
加
熱
処
理
を
す
る

　
ま
な
板
、
包
丁
等
調
理
器
具
は
熱

湯
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
家

庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
等
）で
消
毒
し

ま
し
ょ
う
。

※
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
や
逆
性
石
け

ん
で
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
吐
物
や
ふ
ん
便
の
処
理
を
確
実
に

行
う（
二
次
感
染
予
防
）

　
吐
物
の
消
毒
だ
け
で
な
く
、
処
理

し
た
人
の
衣
類
や
汚
染
さ
れ
た
床
・

器
具
の
消
毒
を
き
ち
ん
と
行
い
、
二

次
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

て
い
る
ご
家
庭

※
認
定
を
受
け
る
際
に
は
審
査
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
要
件
に

該
当
し
て
も
必
ず
援
助
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
類

　
援
助
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
次
の

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴
就
学
援
助
費
申
請
書（
小
・
中
学

校
及
び
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま

す
。）

⑵
平
成
24
年
度
分
の
課
税
証
明
書

⑶
自
動
車
等
保
有
調

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
以
外

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
学
校
教
育
課

（
℡
７
２
―

１
１
１
３
）
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平
成
25
年
度

一
時
保
育
利
用
の
ご
案
内

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

◆
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

こ
れ
っ
て
私
も

コ
ン
ビ
ニ
受
診
？

退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
総
務
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
応

援
し
て
一
時
保
育
事
業
を
緑
保
育

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

傷
病
、
入
院
、
家
族
の
看
護
な
ど
の

緊
急
を
要
す
る
と
き
や
パ
ー
ト
タ
イ

ム
、
集
団
保
育
の
体
験
、
兄
弟
の
学

校
行
事
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
理

由
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
平
成
25

年
４
月
か
ら
一
時
保
育
の
ご
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
登
録
申
請
が
必

要
で
す（
申
請
書
は
保
健
福
祉
課
・

各
支
所
・
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
）。
生
活
の
中

で
一
時
保
育
を
上
手
に
活
用
し
、
楽

し
い
子
育
て
ラ
イ
フ
に
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

実施保育所 町立緑保育所（TEL72－0897）

対象児童
保育所に入所していない満１歳から小学校

就学前までの集団保育が可能な児童

利用日数

月15日以内：私的理由のとき

（パート就労・習い事・買い物・リフレッ

シュなど）

１か月以内：緊急のとき

（保護者の傷病・入院・ご家族の看護など）

保育時間

月～金：8時30分～16時30分

土曜日：8時30分～12時30分

※年末年始・祝祭日・臨時休所日を除く。

保育料

４時間以上：1,500円

４時間未満：900円

生活保護世帯：免除

※昼食をとらない場合は250円を減額します。

利用登録

の手順

①緑保育所へ面接日予約の電話

②緑保育所へ申請書提出と同時に児童同伴

での面接

③審査・決定

④保護者に承諾書等を送付（承諾書に「登録

番号」の記載があります。）

利用申込み
緑保育所へ「登録番号」により電話等で利

用日を予約してください。

　
た
だ
で
さ
え
、
医
師
不
足
だ
！

大
変
だ
！
と
叫
ば
れ
て
い
る
こ
の
愛

南
町
で
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
な
ん
て
あ

り
え
な
い
。
ん
？
ち
ょ
っ
と
待
て
よ

…
。夜
、子
ど
も
の
熱
に
驚
い
て
、
車

を
ブ
ッ
飛
ば
し
た
の
に
薬
だ
け
も

ら
っ
て
帰
る
事
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
様
子
を
見
れ
ば
よ
か
っ
た

か
な
ぁ
っ
て
思
っ
た
事
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
こ
れ
も
コ
ン

ビ
ニ
受
診
？
で
も
、
子
ど
も
の
熱
っ

て
必
ず
っ
て
い
う
く
ら
い
夜
で
る

し
、
熱
が
高
い
と
び
っ
く
り
し
ち
ゃ

う
し
…
。
旦
那
も「
早
く
病
院
！
」っ

て
慌
て
る
…
。
で
も
、
こ
れ
く
ら
い

な
ら
明
日
で
も
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
わ

か
っ
て
た
ら
、
少
し
落
ち
着
い
て
子

ど
も
に
付
い
て
て
や
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
？
そ
こ
で
守
る
会
で
は
、
子

ど
も
の
病
気
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
参
加
す
れ

ば
、
き
っ
と
慌
て
る
旦
那
様
を
大
丈

夫
よ
っ
て
な
だ
め
る
事
が
で
き
る
は

ず
!!
マ
マ
業
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
、

ぜ
ひ
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

（
℡
７
３
―

２
２
８
８
）

　ainan.m
am
oru@

gm
ail.com

　
平
成
24
年
12
月
31
日
付
け
で
、
西

川
知と

も

子こ

さ
ん（
国
保
一
本
松
病
院  

看

護
師
）と
武
田
芳よ

し

子こ

さ
ん（
同  

看
護

助
手
）が
退
職
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
乙お

と

武た
け

洋ひ
ろ

匡た
だ

氏
講
演
会
」の

お
知
ら
せ

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
教
室
生
徒
募
集

の
お
知
ら
せ

◆
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム「
い
ち
ご
収

穫
体
験
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

★新年あけましておめでとうございます
　愛南町の子どもたちが今年も一年、生きる力をつけ
てほしいと願っています。
　それには、親が広い心でプラスに受け入れてやれば
そのように育ちます。
　いちいち「ダメ」、「違うでしょ」と止める言葉で
は、生きる力はつかないのです。子どもは意欲がなく
なり、「どうでもいい」と投げやりな心になります。
　先日、学校の先生方の講演に伺ったとき、中学の校
長先生が次のような話をされました。
　「ある日、たびたび校内で問題を起こしていた非行
グループの男子に、Ａ少年が殴られてケガをしまし
た。ケガをした後、Ａ少年のお父さんが学校に来て、
息子を殴った少年に「どうして息子を殴ったか、理由
を言え」と言って、いきなり非行少年を殴りました。
Ａ少年には優秀な兄がいて、両親は兄ばかりをかわい

がっているとＡ少年は勘違いして落ち
こんでいましたが、親の真剣な姿を見
て『自分は親に見捨てられていない』と
思い、立ち直りました。」
　校長先生は「すごいですね！親の愛
が伝わったのですね」と喜んでおられ
ました。
　今年も愛南町の子どもたちにとって
よい年でありますように！(内田玲子)

内田玲子の「家庭の教育力」 ⑬
　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
23
日（
土
） 
13
時
30
分
〜

　
　
　（
開
場

：

13
時
）

開
場
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
プ
ー
ル
改
修
が
完
了
し
、
３
月

３
日（
日
）に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
に
伴
い
、
水
泳
教
室
を

３
月
４
日（
月
）か
ら
再
開
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
と
し

て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

子
ど
も
水
泳
教
室 

　
水
泳
を
通
じ
て
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

成
長
期
の
運
動
は
心
身
の
発
達
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

 

成
人
水
泳
教
室
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

 

（
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
） 

　
成
人
水
泳
教
室
で
は
、
水
泳
を
通

じ
て
運
動
不
足
の
解
消
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
健
康
増
進
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク
ア
ビ
ク

ス
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
行

え
る
水
中
運
動
で
、
脂
肪
燃
焼
効
果

が
高
く
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で

メ
リ
ハ
リ
ボ
デ
ィ
が
作
れ
ま
す
。

※
水
泳
教
室
は
、
子
ど
も
、
成
人
と

も
に
週
１
回（
月
／
４
回
制
）、
月
額

４
，
０
０
０
円
で
す
。
無
料
体
験
等

も
行
え
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
23
日（
土
）

　
　
　
10
時
〜（
小
雨
決
行
）

場
所
　
愛
南
町
緑
乙

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
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後期高齢者医療制度についてのお知らせ
◆町民課から

問合せ　町民課（℡７２－７３００）、税務課（℡７２－７３０１）

　後期高齢者医療制度について、資格の手続きや保険料の納め方はご存知ですか。

資格の手続き

こんなとき 手続き いつまで 必要なもの

転居や転出をす

るとき
保険証を添えて届出 14日以内に 印鑑、保険証等

生活保護が開始

又は廃止となっ

たとき

生活保護を受ける場合は資格を

失い、生活保護廃止の場合は資

格を取得するため届出が必要

速やかに

印鑑、生活保護決定通

知書（又は生活保護廃

止通知書）、保険証等

一定の障害があ

る65歳以上の方

で後期高齢者医

療に加入を希望

するとき

一定の障害

・身体障害者手帳１級から３級

及び４級の一部

・療育手帳Ａ１、Ａ２

・精神障害手帳１、２級

・国民年金証書（障害）１、２級

後期高齢者医療制度に加入を希

望する場合は申請が必要

加入を希望す

るとき

印鑑、一定の障害がわ

かる手帳や年金証書、

現在の医療保険証

低所得の方で窓

口負担を抑えた

いとき

住民税非課税世帯の被保険者は

申請すると「限度額適用・標準

負担額減額認定証」を交付

必要になった

とき
印鑑、保険証

保険料の納め方

　保険料は被保険者一人一人に納めていただきます。納め方は、年金から天引きされる

「特別徴収」が原則となります。ただし、天引き対象となる年金額によっては、納付書

又は口座振替による「普通徴収」での納付となります。普通徴収の場合は、納め忘れがな

く、納めに行く手間も省ける口座振替が便利です。

区　分 納　期 保険料の納め方

特別徴収
年金から

天引き

納期は6期

（4、6、8、10、12、2月）

年金支給の際、年金から保険

料が天引き

普通徴収

納付書
納期は9期

（7月～3月）

税務課から送られてくる納付

書により指定金融機関で期限

内に納める

口座振替
指定する口座から保険料を引

き落とし

※保険料の納め忘れはありませんか。保険料を滞納すると、督促状を送付し、電話や文書

等による催告を行います。また、督促手数料や延滞金が発生したり、有効期間の短い保険

証が交付される場合があります。
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作り方
①水菜を3㎝に切る。大
根は細かくおろして、水
気をきっておく。 
②ちりめんじゃこをごま
油でカリカリに炒める。    
③水菜、大根にポン酢を
かけて和え、器に盛る。    
④ちりめんじゃこ、刻み
のりをふりかける。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑲

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

副菜：水菜のおろしサラダ

作り方
①かぶは2㎝角に切る。
こんにゃくはスプーンで
一口大にかきとり、茹で
てザルにとる。人参、れ
んこんは小さめの乱切り
にする。れんこんは酢水
に放し、ザルにとる。
②鶏肉はこま切れに切る。          
③鍋に鶏肉と①、だし汁
を入れて煮る。かぶがや
わらかくなったら味噌を
とき入れ、ひと煮する。         
④器に盛り、ねぎの小口
切りを散らし、おろし生
姜をのせる。

材料（４人分）
鶏もも肉　　　  50ｇ 
かぶ　　　　　150ｇ 
こんにゃく　　  70ｇ  
人参　　　　　  60ｇ 
れんこん　　　  60ｇ 
だし汁　　　　4カップ 
味噌　　　　　  50ｇ 
生姜　　　　　  15ｇ 
ねぎ　　　　　    8ｇ 
酢　　　　　　少々

主菜：具だくさん汁

使用している主な
愛南産農水産物

人参は、根を食べる緑黄色野菜で
す。栄養価が高く、オレンジ色の色
素はカロチンという成分で、体内に
入るとビタミンAに変わります。ビタ
ミンAは、皮膚や粘膜、髪、目の働き
を正常に保つ作用などがあります。

人参

栄養価（１人分）
エネルギー　    73㎉
たんぱく質　    4.3ｇ
脂質　　　      3.0ｇ

４
月
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
す
る
方
へ

　
４
月
か
ら
進
学
や
就
職
等
で
愛
南

町
を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
。
あ
こ
が
れ
の
一
人
暮
ら
し
。

様
々
な
面
で
自
由
に
な
る
反
面
、
掃

愛
な
ん
食
育
推
進

第
32
回

材料（４人分）
水菜　　　　　　  80ｇ 
大根　　　　　　120ｇ 
ちりめんじゃこ　大さじ2  
ごま油　　　　　小さじ1  
ポン酢　　　　　大さじ1  
刻みのり　　　　適宜

除
や
洗
濯
、
炊
事
な
ど
を
自
ら
で
行

わ
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
は
、
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ

や
す
く
、
特
に
食
生
活
が
不
規
則
に

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
将
来
に
わ

た
っ
て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
青
年
期
に
「
基
本
的
な
調
理
技

術
を
身
に
つ
け
、
食
事
づ
く
り
を
楽

し
む
」
、
「
中
食
や
外
食
に
お
い
て
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
ぶ
力
を
身
に
つ
け

る
」
な
ど
「
自
分
で
選
ぶ
力
」
を
高
め

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
方
に

偏
り
気
味
の
食
生
活
に
な
ら
な
い
よ

う
、「
脱
○
○
だ
け
食
事
」を
実
践
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
パ
ン

だ
け
、
ご
は
ん
だ
け
、
麺
だ
け
の
「
主

食
だ
け
食
」を
や
め
て
、
主
菜
、
副
菜

を
組
み
合
わ
せ
る
食
事
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
麺
料
理
の
場
合
で
あ
れ

ば
、
野
菜
や
卵
な
ど
の
具
材
を
入
れ

た
り
、
野
菜
サ
ラ
ダ
や
お
ひ
た
し
な

ど
を
１
品
付
け
る
な
ど
す
れ
ば
、バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
に
な
り
ま
す
。

使用している主な
愛南産農水産物

水菜は、京野菜の中でも最もポピュ
ラーな野菜です。ビタミンＡ（カロチ
ン）、ビタミンＣ、カルシウムなどが多
く含まれており、植物繊維も多い野
菜です。水菜のシャキシャキ感を生
かすには、あまり火を通し過ぎない
調理方法で食するのがおすすめです。

水菜

栄養価（１人分）
エネルギー　   28㎉
たんぱく質　   2.0ｇ
脂質　　　     0.3ｇ

　
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
ま

で
に
ご
家
庭
で
基
本
的
な
調
理
技
術

を
教
わ
る
な
ど
し
て
、
食
事
づ
く
り

を
楽
し
む
準
備
を
進
め
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
自
ら
の
体
の
た
め
に
充
実
し
た
食

生
活
が
送
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
２
月
は
、19
日
に「
愛
南
ぶ
り
カ
ツ

カ
レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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２
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク

で
す

◆
町
民
課
か
ら

保健事業のお知らせ（２／６～３／５）
　

６
日
・
13
日
・
20
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

３
月
の
引
取
日
は
、

　
６
日
・
13
日
・
27
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
有
料（
愛
媛

県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
が
省
け
る
上
、
納
め
忘
れ
も
な

く
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
前
納

（
４
月
分
〜
９
月
分
、
10
月
分
〜
翌

年
３
月
分
）、
１
年
前
納（
４
月
〜
翌

年
３
月
分
）も
あ
り
、
大
変
お
得
で

す
。
な
お
、
６
か
月
前
納
・
１
年
前

納
の
受
付
締
切
り
は
２
月
末
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納

付
書
又
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融

機
関
の
届
出
印
を
ご
持
参
の
上
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
又
は
年
金
事
務
所

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

お
申
込
み
後
１
〜
２
か
月
程
度
か

か
り
ま
す
。
口
座
振
替
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
の
間
は
現
金
で
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
に
振
替
さ
れ
ま
す
。

◆
一
部
納
付（
一
部
免
除
）さ
れ
て
い

る
方
は
、
「
毎
月
納
付（
翌
月
末
振

替
）
」
の
み
の
ご
利
用
と
な
り
ま

す
。

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
も
で
き
ま

す
。

問
合
せ

　
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０
）

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
２
月
19
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

5歳児健診 2月 26日 火 城辺保健福祉センター H19年12月1日～H20年1月31日生まれ

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

げんきっ子

2月

13日 水 内海保健センター 9：30～11：30

すくすく相談 20日 水 城辺保健福祉センター 9：30～11：00

うみのこ広場 21日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

9：30～11：30

みなみっ子 25日 月 御荘夢創造館 9：30～11：30

みるく広場 3月 1日 金 一本松保健センター 9：30～11：00

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　間

病態栄養相談 2月 13日 水 城辺保健福祉センター
13：30～15：30

※要事前申込み

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

2月 28日 木 城辺保健福祉センター
13：30～15：30

※要事前申込み
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「
秋
の
叙
勲
」受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
町
民
課
か
ら

生
涯
学
習
講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　愛媛県の最南端。海と山に囲まれた星の降る町、愛南町。今年から3年間、愛南町ふる

さと親善大使を務めることになった。いつもあたしに力をくれるこの町のことを、まだ知

らない誰かに知ってもらえるよう、微力ながらあたしなりに精一杯努めようと思います。

　音楽で町の役に立てたらどんなに素敵やろうって思いはじめて、随分と時間が経ってし

まったけど、それでもこうして親善大使として選んでもらえたことが本当に本当にうれ

しい。このことを母に電話で伝えたら、驚いた様子で一呼吸おいて「音楽、続けてきてよ

かったね」って。たったこれだけの言葉やったけど、これで全部報われた気がした。今ま

での苦しかったこと、迷ったこと、悩んだこと、泣いたこと。もちろん、幸せなこともた

くさんあったけど、そのために越えていくことのほう

がはるかに多いから。それが全部、報われた気がし

た。継続は力なり…やね!!笑

(テノヒラkiku)

－あいなん音故地新－

Kikuさんのプロフィール
　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

　「ふるさとを思う」

　
平
成
24
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
本
町
の
松
林
寛ひ

ろ

行ゆ
き

さ
ん

（
城
辺
甲
）が
、
30
年
に
わ
た
り
保
護

司
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
晴
れ
の
受
章
を
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
結
婚
は
し
た
い
け
ど
…
」
あ
な

た
の
周
り
に
そ
ん
な
方
は
い
ま
せ
ん

か
。
今
や
『
婚
活
』
は
本
人
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
親
や
周
囲
の
方
々
も

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で

す
。
愛
南
町
で
は
生
涯
学
習
、
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
の
『
婚

活
』
に
対
す
る
親
の
支
援
の
仕
方
や

地
域
全
体
で
の
『
婚
活
』
の
推
進
等

に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時
　
２
月
21
日（
木
） 

13
時
30
分
〜

　
　
　（
約
90
分
）※
開
場

：

13
時

演
題
　

　
「
子
の
結
婚
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
親

の
役
割
」

講
師
　
三み

秋あ
き

敦あ
つ

司し

先
生

　（
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
大

洲
事
務
所
結
婚
支
援
員
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
研

修
室

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

２、３月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ

 

税
務
課
等
か
ら

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

２・３月行事予定表

第１日曜日   3日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 10日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

建国記念の日 11日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第３日曜日 17日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第４日曜日 24日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

9期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

8期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、翌
日
と
な
り
ま
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

2/28

3/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

2/26

3/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

2/22

3/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

2/20

3/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

2/18

3/18

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

2/14

3/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

2/12

3/12

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2/8

3/8

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

2/6

3/6

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

2/4

3/4

日 曜 時　間 行事名 場　所

2月

2 土

13：30～17：00 人権ふぉーらむ
御荘文化
センター

14：00～16：10
第3回 愛南町

水産フォーラム
城辺社会
福祉会館

3 日 8：45～12：30
第8回 
愛南町ふれあい
健康マラソン大会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター
周辺コース

8 金 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

13 水 13：00～15：00 行政相談
城の辺
学習館ほか

18 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

23 土
13：30～15：00

御荘文化センター
自主事業 乙武洋匡氏

講演会

御荘文化
センター

13：30～15：00 第4回 生涯学習講座 平城公民館

24 日 9：00～16：00
第5回 愛南町
スポーツ少年大会
バレーボール競技

一本松交流
促進センター

３月

3 日

9：00～15：00
第8回 愛南町
スポーツ少年大会 

剣道競技

一本松交流
促進センター

8：30～17：00
第44回 南宇和
サッカー選手権大会

南レク城辺
多目的広場

8：30～17：00
第35回 西日本
軟式野球大会 

南宇和支部予選

南レク
城辺球場

9：00～16：00
第17回 愛南
レクバレーボール大会

御荘B&G
海洋センター
体育館

4 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 土 8：30～17：00
第30回 全日本
少年軟式野球大会 

南予地区予選

南レク城辺
球場ほか

10 日 8：30～17：00
第30回 全日本
少年軟式野球大会 

南予地区予選

南レク城辺
球場ほか

13 水 13：00～15：00 行政相談
城の辺
学習館ほか

15 金 町内中学校卒業式 各中学校

18 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

22 金 町内小学校卒業式 各小学校

25 月

町内小・中学校修了式 各小・中学校

9：30～　　 あいなん幼稚園卒園式
あいなん

幼稚園

愛いっぱい愛南産直市
２月１２日（火）～２月１８日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 2月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園 庭 等 開 放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流

各種ワークショップ
日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て 

  (電話)相談
木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
愛
な
ん
っ
こ

●12日(火)
親子クッキング
10:30～11:00

6日(水)、20日(水)、3
月4日(月)は御荘夢創造
館で行います。
※6日は育児講座を開
催します。

●14日(木)、28日(木)
その他の曜日は問合せ
ください。

家串
保育所

●6日(水)ポケット講習
心理講習
●13日(水)世代間交流

柏
保育所

長崎
保育所
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に け ー し ょ ん

　2月9日は語呂合わせでフグの日だそうです。そこで

今回はフグの仲間、ハリセンボンの紹介をします。

　ハリセンボンも普段はスリム?な体をしています。

大きな胸ビレをパタパタと動かしながら泳ぐ姿は愛嬌

いっぱい。動きものんびりとしていて、素手で捕まえ

ることができるほどです。でも、捕まえるとさあ大変、

見る間にムクムクと膨れあがり、鋭い針が逆立ってき

ます。チクチクと手に刺さり、とても持ってはいられま

せん。鋭い針で身を守るので、ほかのフグのように毒

がありません(卵には毒があるそうです。)。

　ハリセンボンは名前のとおり針が1000本ある

のでしょうか。以前、ざっと数えたところ、400本

程度で1000本にはとても届きませんでした。お時間と興味のある方は、ぜひ数えてみてください。                  

                                                   （写真：ハリセンボン 撮影場所：鹿島)愛南サンゴを守る会 西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!! Vol.27「ハリセンボンは針何本?」

　シーボーンアート愛南教室では、本町の特産品であるヒオウギ貝や、海岸に流れ着いたガラスや貝がら

などの漂流物を利用してランプシェードやステンドグラス、海藻アートなどの作品を制作しています。

　今年度は、愛媛県美術館と松山観光港で作品展を開催したほか、2月1日から愛媛大学医学部附属病院で

も初めての作品展示を行っています。これまでに開催した作品展では、来場者からの評価も高く、彩り鮮

やかな作品が多くの方の関心を集めました。

　普段はゆらり内海で作品を展示していますので、ぜひ一度ご覧になってください。

漂流物でつくる芸術

シーボーンアート愛南教室の講師を務める酒井やよみさん(写真中央)と

大石博
ひ ろ み

美さん(写真右) 

イガグリのように
膨れたハリセンボン

　福浦小学校で「110番の日学習会」が行われ、福浦

小学校、船越小学校の全児童と中浦小学校の3、4

年生のほか、保護者や地域住民が参加しました。

 「学習会」では、児童や地域住民で作った「絆」の

人文字を県警ヘリコプターが空撮したり、県警本部

の警察犬による臭気選別訓練や白バイのスラローム

走行訓練を見学したりしました。最後に、110番に

関するクイズ大会も行われ、参加した子どもたちは

警察業務について理解を深めました。

1/10 1月10日は『110番の日』
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愛 南 こ み ゅ

1/8

　約150年続いているとされる伝統ある「薬師如来奉

納相撲大会」が福浦公民館横の土俵で開催されまし

た。福浦小学校全児童28名、同校卒業の御荘中学校の

生徒12名、今春同校に入学予定の園児1名が参加した

大会は、紅組から猪野修
し ゅ う や

也くん(6年)、白組から長濱

雄
ゆ う す け

介くん(6年)の両横綱の土俵入りで幕を開けました。

続いて、紅白対抗戦や3人抜き、地区対抗戦が行わ

れ、子どもたちの熱い取組と100人を超す観客の声援

で大会は大いに盛り上がりました。

新春恒例 薬師如来奉納相撲大会

12/25、1/7 凧揚げを楽しもう

　「忘却への抗いー『未来』との連帯ー」をテーマに、御

荘文化センターで「愛南町防災フォーラム」が開催され

ました。

　講師としてお招きした鍬ケ崎小学校(岩手県)の古玉

忠
た だ あ き

昭校長は、「3.11東日本大震災から2年目を迎えー宮

古市での防災教育の変化ー」と題した講演で、岩手県の

復興教育の変化を紹介したほか、「“忘れる”という人間

の深い性質への対策こそが安全と安心のいしずえとな

る」と、震災の経験を語り継いでいく重要性について

訴えました。また、被災地を視察した町教職員による

成果報告会も行われ、4名の教職員がこれからの防災教育などについて発表しました。

　フォーラム終了後は、古玉先生が先頭に立って復興支援の義援金を募り、フォーラム参加者の皆様から多

くの義援金が寄せられました。

※集まった義援金111,000円は、宮古市に届けられました。多くのご支援ありがとうございました。

12/15 愛南町防災フォーラム

　平城貝塚に代表される愛南町の遺跡や遺物について、子どもたちに興

味を持ってもらおうと平城交流センターで「こども縄文体験学習」が開

催されました。

　参加した子どもたちは、県埋蔵文化財センターの藤本清
き よ し

志調査員と沖

野実
みのる

調査員を講師に、石器の作り方や石斧・すり石など道具の使い方を

学習したり、マダイや鶏肉を用いて、作ったばかりの石器の切れ味を

実際に確かめたりしました。最後に、ドングリ粉やキビ粉を使って縄文

クッキーの調理に挑戦し、約4,000年前の「縄文の食」を味わいました。

12/22 学んでみよう、昔の人の暮らし ～こども縄文体験学習～

　自作の凧で凧揚げを楽しんでもらおう

と、清水一
か ず あ き

明さん(船越)が船越保育園で

「凧作り教室」を開きました。教室には

年中組、年長組の園児8名が参加し、清

水さんに教わりながらビニールシートや

竹ひごなどでオリジナルの凧を完成させました。同保育園では後日、船越漁港などで凧揚げを行い、山木

蓮
れ ん と

斗くん(6歳)は「初めて自分で作った凧が上手に飛んでうれしい」と楽しそうに話してくれました。
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　愛南体協陸上競技部が子どもの競技力向上を図ろう

と、陸上競技国内トップレベルの選手が実技指導を行

う「ミズノ・ビクトリークリニック2012」を開催しま

した。2年ぶり2回目の開催となる同クリニックは丸山

公園陸上競技場(宇和島市)で行われ、愛南町のほか南

予地域の高校生や小・中学生約200名が参加し、一流

選手から技術を学びました。

　指導に当たったのは、ミズノトラッククラブ所属

の大橋祐
ゆ う じ

二選手(110mハードル)のほか2選手で、「速

く走るためには『地面を強く蹴る』、『一歩を大きくする』、『足の回転を速くする』ことが大

事」と、実技を交えながら参加した児童生徒に技術向上のコツを伝授しました。

トップアスリートから学ぼう

元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

12/　

  8

優勝 マスターズ

　御荘中学校体育館で開催された「第14回愛南バレーボール
ナイターリーグ大会」に、6チーム約50名が参加して熱戦が繰
り広げられました。大会は、総当りのリーグ戦で行われ、マ
スターズが3大会ぶりの優勝を果たしました。
【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載】

優勝 マスターズ　準優勝 南宇和クラブ

バレーボールナイターリーグ
12/　

14
11/　

28～

　「第63回愛媛駅伝競走(一本松‐宇和島大会)」が開催され、清水雅
ま さ ふ み

文町長の号砲で1部24チーム、2部38

チームが一斉にスタートし、7区間53.8kmを駆け抜けました。

　本町から2部に出場した愛南体協は、5区の山口真
し ん じ

司選手が区間賞の走りを見せるなど全メンバーが力走

し、総合力で初優勝を果たしました。また、1部に出場した南宇和高校も9位(3時間4分10秒)と健闘しまし

た。

【愛南体協の成績は次のとおり】

2部優勝 愛南体協 3時間11分37秒

1区(10.5km) 酒井康
こ う じ

次 35分19秒⑪　2区(6.0km) 下田雅
ま さ か ず

一 23分13秒⑤　3区(5.1km) 清家克
よ し ゆ き

之 18分38秒③

4区(7.7km)   白石明
あ き ゆ き

幸 28分8秒②　  5区(9.5km) 山口真
し ん じ

司 30分30秒①　6区(7.8km) 凝地潤
じ ゅ ん じ

二 30分17秒④

7区(7.2km)  酒井平
つ ね お

雄 25分32秒③ （丸数字は区間順位）

愛南体協が
愛媛駅伝 (2 部 ) で初優勝

12/　

 16
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　旧深浦小学校体育館で、町内外から13団体、約120名が参加して

「第44回深浦少年剣道大会」が行われました。会場では、寒さを

吹き飛ばす熱戦が繰り広げられました。

【大会結果は次のとおり(本町選手の優勝、準優勝のみ掲載)】

個人戦

 1・2年生男女の部　優勝 西山 響
ひびき

(一本松) 

 3・4年生男子の部　優勝 髙平貴
た か の ぶ

宣(城辺) 準優勝 児島兼
け ん せ い

聖(城辺)

 5・6年生男子の部　準優勝 藤田脩
し ゅ う と

人(深浦)

 5・6年生女子の部　優勝 上杉奈
な な

々(深浦)

団体戦

 低学年の部 優勝  城辺子供剣道会A、

 高学年の部 準優勝 深浦スポーツ少年団

南宇和剣道会長賞   上杉奈々(深浦)

深浦少年剣道大会
1/　

  6

団体戦低学年の部優勝 城辺子供剣道会A

団体戦高学年の部準優勝 深浦スポーツ少年団

　一本松交流促進センターで、中学生4チーム、一般クラブ

4チームの計8チームが参加して「第8回愛南町女子6人制バ

レーボール交流大会」が開催されました。中学生チームは若

さで一般クラブチームに挑みましたが、ベテラン選手の熟

練の技が勝り、準決勝には一般クラブ4チームが進出しまし

た。

【大会結果は次のとおり（優勝、準優勝のみ掲載）】

優勝 Passion　準優勝 ピクルス

バレーボールで世代を超えた交流を
1/　

 13

優勝 Passion

協会杯小学生サッカー大会
1/　

 13
　8人制で競技する「第15回南宇和サッカー協会杯小学生サッカー大会」

が南レク城辺公園芝球技場ほかで開催され、1部(A、B)～3部に合計36チー

ムが参加しました。

【大会結果は次のとおり(優勝チームのみ掲載)】

1部A(6年生以下)　一本松少年サッカークラブA

1部B(6年生以下)　菊川・船越連合

2部(4年生以下)　  平城サッカークラブU-10

3部(2年生以下)  　平城サッカークラブアンフィニ

1部B優勝
菊川・船越連合

1部A優勝
一本松少年サッカークラブA

3部優勝
平城サッカークラブアンフィニ

2部優勝
平城サッカークラブU-10
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平
成
25
年
度
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
か
ら

「
県
境
無
料
法
律
相
談
会
」開
催
の

お
知
ら
せ

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
か
ら

◆
篠
南
川
柳
会

引
き
止
め
る
職
場
が
無
く
て
過
疎
に
な
り
　
　
す
み
子

こ
の
年
で
慾
が
あ
る
の
も
生
き
る
為
　
　
　
　
千
代
子

簡
単
な
漢
字
も
書
け
ず
辞
書
を
引
き
　
　
　
　
保
美

太
っ
腹
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
　
　
　
　
　
清
子

五
十
年
手
綱
引
い
た
り
緩
め
た
り
　
　
　
　
　
由
紀
子

腹
へ
っ
た
腹
が
立
っ
た
は
ま
だ
達
者
　
　
　
　
芝
田

講
演
会
眠
ら
ん
よ
う
に
笑
い
と
る
　
　
　
　
　
京
子

◆
内
海
俳
句
会

叩
か
れ
て
零
す
木
魚
の
息
白
し

競
り
落
す
鮪
に
初
の
闇
動
く
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
信
子

天
界
の
凍
砕
か
む
と
鷲
猛
る

早
春
え
切
磋
琢
磨
と
吟
詠
す
　
　
　
　
　
　
　
岩
森
十
志
子

◆
菊
川
俳
句
会

自
販
機
に
指
先
迷
う
空か
ら

っ
風
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
熊
夫

冬
の
朝
鳶と
び

鉄
柱
に
二
十
五
羽
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
高
明

相
撲
よ
り
美
人
気
に
な
る
さ
じ
き
席
　
　
　
　
中
川
　
一
喜

風
花
や
幼
喜
こ
び
駆
け
回
る
　
　
　
　
　
　
　
井
関
　
禎
美

一
つ
づ
つ
予
定
書
き
込
む
初
暦
　
　
　
　
　
小
野
山
シ
マ
子

遠
く
よ
り
会
釈
の
見
え
て
冬
ぬ
く
し
　
　
　
　
井
関
　
満
子

句
会
へ
と
急
ぐ
七
草
の
ど
を
焼
く
　
　
　
　
　
長
田
千
恵
美

水
仙
の
潮
の
香
に
染
み
咲
き
競
う
　
　
　
　
　
村
尾
加
都
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

遊
子
沖
に
天
光
丸
で
遭
難
せ
し
母
六
十
五
回
忌
今
宵
も
闇
深
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
能
子

褒
め
ら
れ
る
は
老
い
て
も
嬉
し
カ
ラ
オ
ケ
で
上
手
と
言
わ
れ
笑
顔
こ
ぼ
れ
る
　
　
　
　
　
澤
近
　
正
弘

逝
き
し
夫
の
齢
と
な
り
し
息
子
の
し
ぐ
さ
そ
し
ら
ぬ
顔
で
そ
っ
と
見
て
お
り
　
　
　
　
　
安
村
寿
美
子

過
疎
の
里
に
旧
家
の
た
た
ず
ま
い
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
農
家
の
友
を
尋
ね
し
　
　
　
　
　
　
　
扇
野
八
代
生

わ
が
齢
卆
寿
に
近
く
ま
た
西
さ
ん
相
ま
見
え
ん
か
増
田
の
道
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
信
保

境
内
の
四
隅
に
注
連
縄
張
り
渡
し
男
ら
踊
る
太
刀
ふ
り
か
ざ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
　
充

椎
の
実
は
小
粒
な
れ
ど
も
ひ
と
に
ぎ
り
煎
り
て
あ
る
よ
と
妻
の
も
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
前
田
　
昭
夫

炭
水
化
物
飯
後
野
菜
刺
し
の
食
事
法
体
重
減
で
よ
か
っ
た
ね
Ｙ
子
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
　
　
宮
本
ヨ
リ
コ

一
人
と
な
り
し
姉
に
心
を
残
し
つ
つ
夜
の
フ
ェ
リ
ー
に
身
を
横
た
え
る
　
　
　
　
　
　
　
松
本
マ
ス
子

机
な
る
花
瓶
の
花
の
萎
え
た
れ
ば
幼
な
は
薄
に
挿
し
替
え
く
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
久
二
恵

踵
に
丸
く
継
ぎ
当
て
し
靴
下
を
夫
は
は
き
お
り
足
取
り
も
軽
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
上
　
明
美

ひ
た
む
き
に
十
五
年
間
を
看
取
り
き
て
腰
を
病
み
ゐ
る
友
を
思
ふ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
知
子

十
二
月
八
日
と
ふ
言
葉
悲
し
か
り
教
職
に
あ
り
し
弟
奪
ひ
た
り
し
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
　
操

ひ
と
ひ
ら
の
葉
も
残
さ
ず
に
立
ち
し
木
の
細
き
枝
先
に
下
が
る
み
の
虫
　
　
　
　
　
　
　
岩
村
千
代
子

今
年
の
終つ
い

の
歌
会
と
思
へ
ど
も
身
に
沁
む
今
日
の
冷
え
に
戸
惑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
豊
子

　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
次
の
と
お

り
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
木
工
ク
ラ
フ
ト
科（
定
員
15
名
）

　
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科（
定
員
10
名
）

選
考
日
　
３
月
８
日（
金
）

試
験
内
容
　
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
面
接

費
用
　
入
校
選
考
料
、
入
校
料
、
授
業
料
は
無
料（
テ

キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
で
す
。）

※
入
校
を
希
望
す
る
方
は
、
３
月
１
日
（
金
）
ま
で

に
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

（
℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

３
４
１
０
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島

（
℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９
）

日
時
　
３
月
２
日（
土
）10
時
〜
15
時

場
所
　
平
城
交
流
セ
ン
タ
ー

共
催
　
愛
媛
県
司
法
書
士
会
・
高
知
県
司
法
書
士
会

問
合
せ

　
愛
媛
県
司
法
書
士
会

（
℡  
０
８
９
―

９
４
１
―

８
０
６
５
）
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※上記情報は、広報誌掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ３月１２日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ２月９日（土）・２７日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

南
楽
園
梅
ま
つ
り
開
催
の
お
知
ら
せ

（12月受付分）

（12月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

「
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

　
四
国
最
大
規
模
の
日
本
庭

園
「
南
楽
園
」（
宇
和
島
市
津
島

町
）で
は
、
梅
ま
つ
り
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
座

敷
雛
の
展
示
、
梅
の
盆
栽
な
ど

花
木
の
販
売
や
梅
見
茶
屋
な
ど

の
ほ
か
、
２
月
10
日
、
17
日
、

24
日
の
各
日
曜
日
に
は
福
も
ち

ま
き
や
梅
干
種
飛
ば
し
大
会

を
行
い
ま
す
。
１
６
０
本
の
梅
が
咲
き
乱
れ
る
美
し
い

「
南
楽
園
」
で
、
ぜ
ひ
お
花
見
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
２
日（
土
）〜
３
月
３
日（
日
）

　
　
　（
開
園
時
間
９
時
〜
17
時)

入
園
料
　
大
人
３
０
０
円
　
子
ど
も
１
５
０
円

　
　
　
　（
団
体
割
引
等
あ
り
）

問
合
せ
　
南
レ
ク
株
式
会
社
「
南
楽
園
」

（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４
）

地区名 子の名 保護者

御荘平城 尾　上　泰
たい

　志
し

浩
こういち

一

緑　　丙 大　森　　　天
てん

隆
りゅうじ

二

御荘平城 清　家　暖
ひな

　大
た

正
まさふみ

文

城 辺 甲 中　尾　心
み

　結
ゆ

賢
けんいち

一

御荘平城 山　岡　海
かい

　翔
と

基
もと

樹
き

御荘平城 山　下　堅
けん

　心
しん

慎
しん

吾
ご

御荘平城 西　岡　由
ゆい

　翔
と

知
ともあき

昭

御荘平城 吉　田　来
くれ

　愛
あ

英
ひで

樹
き

地区名 亡くなった方 享年

御荘平城 立　花　久
く み こ

美子 64歳

柏 木　口　幸
こうさぶろう

三郎 79歳

城 辺 甲 布　山　久
ひさ

　子
こ

91歳

岩　　水 澤　近　利
とし

　夫
お

87歳

僧　　都 宮　本　家
いえ

　和
かず

70歳

御荘平城 善　家　京
きょう

  子
こ

60歳

城 辺 甲 西　田　順
じゅん

  二
じ

57歳

深　　浦   山　下　　　 一
はじめ

84歳

福　　浦 中　平　まみ江
え

54歳

福　　浦 濱　田　千
ち

　
とせ

85歳

久　　良 中　川　義
よし

　行
ゆき

60歳

御荘長月 大　峰　行
ゆき

　惠
え

105歳

柏 小　島　久
く き え

喜江 82歳

岩　　水 澤　近　イトエ 86歳

蓮 乗 寺   金　澤　　　 卓
たかし

63歳

中　　泊   山　本　　　 優
まさる

79歳

御荘長月 桝　岡　眞
しん

　一
いち

89歳

中　　川   境　石　　　 忠
ただし

95歳

緑　　乙 埜　下　セツ子
こ

100歳

緑　　乙 松　本　ツタヱ 82歳

久　　家   濱　田　　　 武
たける

86歳

御荘平城 板　倉　一
いち

　枝
え

87歳

小 成 川 齋　 　達
たつ

　郎
ろう

66歳

御荘平城 浦　﨑　光
みつ

　美
み

89歳

中　　川 武　田　國
くに

　臣
とし

87歳

御荘平城 　田　百
ゆ り こ

合子 83歳

久　　良   若　松　　　 仁
ひとし

76歳

赤　　水   増　田　　　 厚
あつし

76歳

船　　越 坂　本　マサコ 93歳

城 辺 甲 德　田　敬
ゆき

　夫
お

91歳

中　　川 小　林　太
た

　一
いち

92歳

御荘平城 岡　﨑　タケミ 85歳

城 辺 甲 岸　本　正
まさ

　行
ゆき

69歳

御荘平城 岩　崎　フクヱ 98歳

福　　浦 清　家　博
ひろ

　子
こ

85歳

　
司
法
過
疎
地
域
に
お
い
て
、
巡
回

で
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
る
「
丸
の

内
総
合
法
務
事
務
所
」（
名
古
屋
市
）に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
相
続
や
借
金
の
相
談
を
し
た
く
て

も
、身
近
に
司
法
書
士
や
弁
護
士
が
い

な
か
っ
た
り
、
近
隣
地
域
の
法
律
家

と
は
地
縁
、
血
縁
が
あ
っ
た
り
し
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
を
相

談
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
は
完
全
予
約
制
で
、

個
室
に
て
行
い
ま
す
の
で
、ほ
か
の
相

談
者
と
顔
を
合
わ
す
こ
と
も
な
く
、

内
密
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
こ

れ
ま
で
長
年
、
誰
に
も
相
談
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
解
決

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
２
月
７
日（
木
）９
時
〜
19
時

　
　
　
２
月
８
日（
金
）９
時
〜
15
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
　
●
土
地
建
物
の
名
義
書

換
え（
相
続
、
売
買
、
贈
与
等
の
登
記
）

●
遺
言
及
び
遺
言
執
行
、
遺
産
整
理

●
借
金
整
理
（
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
返
済
軽
減
）・
過
払

金
返
還（
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
７
年
以
上
返
済
中
の
方
、
ま
た

は
完
済
さ
れ
た
方
）な
ど

予
約
方
法
　
事
前
電
話
申
込
み
に
よ

る
完
全
予
約
制（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

予
約
・
問
合
せ

　
丸
の
内
総
合
法
務
事
務
所

（
℡
０
５
２
―

２
１
１
―

２
４
７
１
）
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愛南町の人口
平成25年 1月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,833 戸

24,499 人

11,460 人

13,039 人

世帯数

人口

　男

　女

　「20 年前は、何を考えて生

きていたんだろう・・・」。

今もたいしたことは考えずに

日々を過ごしている私です

が、先日行われた「愛南町成

人式」で、これからの飛躍が

期待される若々しい新成人の

皆さんを目の当たりにしてそ

んなことを考えました。

　最近の若い人たちと話をす

ると、将来の夢をしっかり持っ

ていて、その夢について堂々

と話すなあ、という印象を受

けます。高校生のときに出会っ

た教育実習生に憧れ、漠然と

教師になることを夢見た当時

の私とは雲泥の差です。

　今までの人生を振り返って

みると、大きな後悔はありま

せんが、某有名アニメキャラ

クターのように「我が生涯に

一片の悔いなし」とも言い切

れません。

　「今できることを、後悔の

ないように思いっきりやって

ください」。成人式の式典で

ミニコンサートを行った歌手

のう～みさんが、ご自身の経

験から熱く訴えました。その

言葉が、何人の心に残ったで

しょうか。

　「♪嬉しいことも、悲しい

ことも、何はともあれ、愛が

あればね」。う～みさんの歌

声が、新成人のちょうど倍の

年月を生き、人生を顧みる中

年おやじの私の心には深くし

み渡りました。

　
　
　

　子育て支援グループ こ

ぶたたんぽぽポケットと

んぼ ( 増田和
か ず え

恵代表 ) は、

子育て親子の交流や子育

てに関する相談の場を提

供したり、「あいなん小児

医療を守る会」を立ち上

げたりして、子育てを担う家族を支援する活動を

積極的に行っています。

　このほど、これらの活動が子育て支援の地域

ネットワークづくりに貢献したとして、内閣府特

命担当大臣表彰を受けました。今後の同グループ

のさらなるご活躍が期待されます。
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